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議長 浦島 成友

あけましておめでとうございます。組合員の皆様におかれましては、健やかに新年をお迎えのことと
お喜び申し上げます。日頃より電機富山地協の活動に対しまして、ご理解とご協力を賜り厚く御礼申し
上げます。
昨年元日に発災しました能登半島地震、また同地区を襲った集中豪雨で、いまだ大変な生活を送られ

ているすべての方にお見舞いを申し上げるとともに、一日も早く元の生活に戻られることを心からお祈
り申し上げます。
さて私たちを取り巻く環境を振り返りますと、国際情勢の不安は今もなお続いており、その影響によ

る物価やエネルギーコストの高騰は勢いを弱めることなく、我々の家計に大きな影響を及ぼしておりま
す。一方、物価高、労働力確保、労働価値の維持向上という背景の中、2024春闘は近年まれにみる大
きな賃金改善や初任給上昇ををもたらす結果となりました。しかしながら、実質賃金はマイナスで推移していますし、産
業間や規模間格差が拡大した春闘でもありました。
2025春季生活改善闘争は、労働者生活を改善するには昨年以上の成果を求められる状況で、連合はじめ我々電機連合

も大きな目標を掲げての取り組みとなります。労働の価値が高まり、経済の活性化すること、まさに長年悪循環となって
いたデフレ経済からの脱却となり、我々の賃金も生活レベルも年々上向きになる流れを作っていきましょう。加えて雇用
延長，ジェンダー平等，多様性への対応など、我々を取り巻く課題は様々ありますが、本年も富山地協は組合員の安心安
全を目指し、加盟組織のつながりや人と人とのつながりを大切に活動を展開してまいります。
昨年実施された衆議院議員選挙において、我々が支援する国民民主党が躍進し、与党が過半数割れする結果となり、連

日「103万円の壁」「ガソリン税」という生活に直結した議論がされております。まさしく我々の投じた一票が、我々の
生活を変えるきっかけとなっていることを示しています。
今年は春に富山市議会議員選挙、夏に参議院議員選挙が行われます。それぞれにおいて国民民主党の候補者の当選に向

け力を結集し、政治の面からも生活改善を実現しましょう。組合員の皆様のご支援、ご協力をお願い申し上げます。
皆様がご健康で幸多き年となりますことをご祈念申し上げ、年頭のご挨拶とさせていただきます。

本年もよろしくお願い申し上げます。

副議長 横田 雄治 副議長 大﨑 大輝

副議長 後藤 肇 副議長 川瀬 浩

あけましておめでとうございます。ジェ
ンダー平等政策部会を担当しております北
陸電気工業労働組合の大﨑です。
地協のジェンダー平等推進における主な

役割は「育児・介護と仕事の両立の経験、
生活者の視点を地域社会の改善に向けた取
り組みにつなげる」「組織の枠を超えた、
女性役員や女性組合員間を中心とした交流
促進」「地協内の情報交換で得た取り組み
を自組織の活動に反映する」「女性役員のスキルアップのため
の機会の提供」などになります。女性参画を進めることは、多
様な意見を集約し課題を明確化して運動に反映する体制を確立
していくうえでとても重要です。各組合におかれましては、議
案書の運動方針に「ジェンダー平等の推進」に関する内容の明
記をお願いいたします。
今年も各部会と青年・女性委員会のメンバーと力を合わせ、

誰もが参画しやすい環境整備を目指して取り組みを進めてまい
りますので、ご支援・ご協力のほどよろしくお願いいたします。

謹んで新年のお慶びを申し上げます。労
働対策部会を担当しておりますＴＰＳＵ砺
波支部の川瀬です。
新たな年を迎えて春季生活闘争の取り組

みも本格化する時期となります。２０２５
春季生活闘争については、国際的に見劣り
する日本の賃金水準を早期に引上げ、物価
高に負けない賃上げのステージを定着させ
る闘争にしなければなりません。これによ
り個人消費の拡大につなげ、賃金と物価の好循環が実現する社
会をつくる必要があります。そういった意味で今年は一層、労
働組合の取り組みが注目される年になると思います。
私たちは積極的に交渉を展開し、組合員の幸せにつながるよ

う昨年を上回る回答を引きだすことを目指しましょう。
本年も皆さまのご健康と幸多い年でありますことを心よりお

祈りいたしまして、新年のあいさつとさせていただきます。共
に頑張りましょう。

あけましておめでとうございます。昨年に引
き続き、政策・制度部会を担当しますＴＰＳＵ
魚津支部の横田です。
昨年は、第50回衆議院議員選挙に対し、皆様

から多大なるご支援を頂き感謝申し上げます。
また、今年の選挙活動に於いても電機連合の方
針に基づき、連合富山と連携し取り組んで参り
ますので皆様のご理解とご協力をお願いいたし
ます。
さて、私たちを取り巻く環境ですが、2年連続の高水準での賃上

げ、さらには11年連続の賃上げを実現することができました。
しかしながら、賃上げは物価高に追いついておらず、社会全体

でみれば働く者、生活者の実態は相当厳しいといった状況にある
ものと認識しております。働く事を軸とする安心社会を目指し、
私たちが求める政策制度実現の取組みを推進していきますので、
皆様、ご協力をお願いいたします。

明けましておめでとうございます。福祉共済
部会を担当しております副議長のコーセル労働
組合の後藤です。
組合員の皆様におかれましては健やかに新年

をお迎えのこととお喜び申し上げます。
年末の共済会議は、昨年に引き続きリアルで

の開催が出来ました。多数のご参加ありがとう
ございました。
けんこう共済の一律加入が浸透し、１３組合

中９組合に導入されております。無保障者をゼロにするためにも
是非とも導入のご検討をお願いいたします。
各労組におかれましては、長期目標であります電機共済の加入

率４０％に向けて、組合員の可処分所得向上のために２０２５年
も共済の推進活動にご理解、ご協力のほどよろしくお願いいたし
ます。
本年もどうかよろしくお願いいたします。



女性委員長 佐藤 理佳子（ＳＭＫ労組富山支部）

青年委員長 高島 涼介（ＴＰＳ労組魚津支部） 書記 末村 夏子

明けましておめでとうございます。
今年度より青年委員長を務めさせていただき
ましたＴＰＳＵ魚津支部の髙島と申します。
青年委員長として活動するのが初めてのた

め、至らない点も多々ありますが、どうぞよ
ろしくお願いいたします。
昨年度より対面式のイベントが増えてきて

おり、活発に交流を深める機会が多くなりま
した。引き続き健康面に配慮した形で活動を
進めていく必要があると思いますが、対面式
を重視した労組間の交流を広げるイベントを企画・運営してまい
ります。
今年度の目標は「各労組の組合員が青年委員会の活動を通して、

組合活動への興味を持つこと、そして今後の活発な組合活動への
参加に繋げる」です。
その目標に向かって青年委員会全員で全力で頑張ってまいります
ので、本年もどうぞよろしくお願いいたします。

明けましておめでとうございます。
今年度、女性委員長を務めますＳＭＫ労働組
合富山支部の佐藤です。
１年間よろしくお願いいたします。
ここ数年はコロナ禍による活動制限があり

ましたが、一昨年より、青年・女性委員会の
合同イベントが再開でき、また女性委員会の
イベントもリアル開催でき、平常に戻り喜ば
しい限りです。
昨年は、７月に女性セミナー「キムチ、常

備菜作り」を開催しました。9労組より32名の参加があり、初め
てお会いした中でも、和気あいあいとグループごとに調理を協力
し合い、親睦を深めながら美味しいキムチとおかずが出来上がり
ました。
10月には、青年・女性委員会との「合同つどい（スポーツ交流

会）」を開催し、11労組93名の参加があり、スポーツを通して
団ごとに一致団結し、各団優勝を目指し大変盛り上がるイベント
となりました。後日、懇親会を開催し、更に交流を深めることが
できました。
本年も引き続き皆様の力をお借りしながら、組合員同士の交流

が深まる活動の企画、時代に応じたセミナーの開催を行い、意見
交換をできる場を提供していけるよう活動していきます。
皆様のご健康とご多幸を祈り、新年のご挨拶とさせていただき

ます。

明けましておめでとうございます。今年も
よろしくお願いいたします。
今年の十干十二支は、「乙巳(きのとみ)」

です。調べてみると、多くの人にとって成長
と結実の時期となる可能性が高いそうです。
年内には、早い人では具体的な成果が現れ始
め、大きな結果を手にする人もいるとか。
しかし、すべての人が同じペースで結果を

得られるわけではなく、成長の速度は人それ
ぞれで中には時間がかかる人もいるそうです。そのため、辛抱
強さが試される年にもなり、すぐに結果が出なくても焦らず粘
り強く取り組む姿勢が重要だそうです。
私も、自分のペースで新しいことに挑戦していきたいと思い

ます。
今年もご迷惑をおかけすることがあるかと存じますが、昨年

同様、変わらぬご指導・ご協力を宜しくお願い致します。
今年も皆様方にとって良い１年でありますように。

特別常任幹事 浜守 秀樹（連合富山 会長）

明けましておめでとうございます。謹んで
新春のお慶びを申し上げます。
平素は、連合富山の運動に対し格別のご理解
・ご支援を賜り厚く御礼申し上げます。
まずは、令和6年能登半島地震により被災

された皆様に心よりお見舞い申し上げますと
ともに、被災地の一日も早い復興と生活の再
建をお祈り申し上げます。
さて、昨年10月の第50回衆議院議員選挙で

は、連合富山に結集する組織が一丸となった
取り組みを展開しました。富山1区では「山としひろ」氏が比例
復活で当選を果たし、悲願の「働く者の議席」を獲得すること
ができました。電機連合富山地協の皆様の力強いご支援に改め
て深く感謝申し上げます。
本年は、第27回参議院議員選挙が行われる年です。「働く者

の政策実現」に向けて、推薦候補者全員の必勝を期して、連合
富山として総力を挙げて取り組んでまいりますので、特段のご
支援ご協力を賜りますようお願いいたします。
私たちが求める「働くことを軸とする安心社会」の実現に向

けて、引き続き、電機連合富山地協の加盟組織の皆様の一層の
ご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。
本年も皆様にとってご多幸でご健勝であられることを祈念申

し上げ、新年の挨拶といたします。

新年明けましておめでとうございます。
本年も宜しくお願いいたします。
事務局長の大森です。昨年は、能登半島地

震から始まり、その後、豪雨災害など、北陸
地域にとっては、大変な1年となりました。
この様な中で、富山地協としても、被災地

や被災者に寄り添いながら、各種イベントを
開催させていただき、沢山の皆様に、ご参加
いただきました。本当に有難うございました。
今年度は、従来の活動に加え、加盟組織の

皆様のご意見を伺い、多様性をお互いが認め合いながら、新たな
活動にも果敢に挑戦していきたと思います。そして、加盟労組の
皆様に頼りにされる富山地協にしていきたいと考えています。
また、富山地協がこれまで進めてきた「政治活動の日常化」に

向け、成果が問われる1年となります。春には富山市議会選挙、
夏には、参議院議員選挙、秋にも、射水市議会、高岡市議会など、
私たちの暮らしに身近な地方自治体選挙も多く施行されます。
本年も富山地協の活動に対しまして、皆様の変わらぬご支援、

ご協力をお願い申し上げるとともに、加盟組織の皆さん方が、
日々安心な生活が送れる事、そして組合員及びご家族にとって幸
多き年でありますよう心からご祈念申し上げ、年頭のご挨拶とい
たします。

事務局長 大森 仁



2024年10月26日（土）に電機連合北陸信越ブロックユニオンセミナーが開催されました。事務局地協は富山地協とな
り、例年同様、富山・石川・長野・福井・新潟の各地協会場をWebで繋ぎ、地協単位での小規模集合型での開催となりま
した。
参加人数は5つの地協から合計93名となり、富山地協からは21名が参加しました。講演内容は、①『電機連合のジェン

ダー平等に関する取り組みについて』，②『これが2024年重点政策だ！』，③『第18回組合員意識調査結果報告』，④
『政治活動の日常化について』の4つの題目について電機連合より講師の方々から講演を受けました。①の講演ではジェ
ンダー平等推進に取り組む意義,運動方針,取り巻く環境について電機連合の取り組み内容を踏まえて説明がありました。
ジェンダー平等推進には、無意識の思い込み・偏見(アンコンシャス・バイアス)に気づくことが大切であり、そこから

一人ひとりの意識や行動を変えていく必要があると感じました。地協の取り組みとしても、ジェンダー平等について「考
える」「学ぶ」機会作りを大切にして推進活動を進めてまいりたいと思います。
今回のセミナーは、電機連合の取り組み内容から考え方・課題などを学び、様々なことを考えることができた有意義な

内容でした。

副議長 大﨑 大輝

暮れも押し迫った１２月２０日（金）に恒例の共済加入促進担当者会議が開催されました。
今年は、昨年に引き続き、ゆーとりあ越中で開催することが出来ました。電機連合福祉共済
センターからは、田中ねんきん共済担当部長、こくみん共済coop 山崎事務局長、高瀬部長、
鎧富山支所長、田中高岡支所長、三井住友海上火災保険（株）鈴木課長、（株）マックス
野池推進役にご参加いただき、各加盟労組からは共済窓口となる書記長、書記をはじめとす
る推進する立場の役員が参加し、総勢６１名での開催となりました。
共済センターより、各共済の状況報告、２０２５年の取組方針、三井住友海上火災保険㈱から

は、介護セミナーの開催について、（株）マックスからは代理店の取り組みについて説明い
ただきました。
介護のセミナーでは、講師の辻様から【すぐに役立つ介護サービスの利用の仕方】、【介

護の仕事とは】の二部構成でご講演いただきました。
介護については突然自分の身に降りかかってくることがあり、先ずは各市町村の地域包括

支援センターを訪ねることが重要であることを認識いたしました。けんこう共済をご利用さ
れている組合員の方は介護特約も利用できますので是非ともご検討をお願いいたします。
これからも福祉共済部会では、組合員からの相談や推進の手助けとなる制度の勉強や共済

の紹介の機会を設けていきます。２０２５年も多数のご参加をお願いいたします。

副議長 後藤 肇



編集後記

第65回

私のお気に入りは、昨年８月末に生まれた初孫です。
２００８年から単身赴任生活が始まり、２０１３年から魚津にやってきて１２年目
となり時間をつぶすための趣味として、ゴルフやバイクといったお金のかかること
ばかりしていましたが、孫が生まれてからは特に物欲もなくなり、たまに帰省する
とおむつやミルクあとはベビー服を大量に購入して（させられて？）帰ってきます。
写真のように、初めて抱いたときは抱き方も忘れており、ぎこちなさMAXですが

腕の中で寝ている姿を見ると、心が洗われる感じがしています。
まだ子育て中の方も多数おられると思いますが、諸先輩方が言っておられる孫の

可愛さは別格です。とはいえ、富山にいるときはしっかりゴルフをしたいと思いま
すので皆様のお誘い、お待ちしています。

次回のリレーコラムは、パナソニック インダストリー労働組合 富山支部 小池副委員長にお願いします。

タワーパートナズセミコンダクター労組 魚津支部 石脇 達也

2025年がスタートしましたが、「能登半島地震」
「豪雨災害」により、亡くなられた方にお悔やみを申
し上げるとともに、被災された方々に対し、心よりお
見舞いを申し上げます。
一刻も早い復興と再建をお祈りしたいと思います。

（大森）


